
大
阪
府
条
例
第
八
十
五
号 

 
 
 

大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
大
都
市
制
度
の
推
進
に
関
す
る
条
例 

 
 

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
が
求
め
ら
れ
る
地
方
分
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
大
阪
自
ら
が

主
体
的
に
地
方
自
治
の
在
り
方
を
考
え
、
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
大
都
市
制
度
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
新
し
い
時
代
を
切
り
ひ
ら
く
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
大
阪
か
ら
国
に
対
し
て
具
体
的
な
提
案
を
行
い
、
国
に
お
け
る
大
都
市
制

度
に
関
す
る
議
論
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
大
都
市
制
度
の
構
築
に
必
要
な
法
制
の
整
備

等
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

府
及
び
大
阪
市
が
、
大
都
市
制
度
に
関
す
る
検
討
の
主
体
で
あ
る
協
議
会
を
設
け
、
住
民
を

代
表
す
る
機
関
で
あ
る
議
会
及
び
長
が
と
も
に
参
画
し
、
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、
具
体
的
な
提

案
等
を
行
い
、
も
っ
て
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
大
都
市
制
度
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
協
議
会
の
設
置
、
基
本
計
画
の
策
定
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、

大
阪
市
と
共
同
で
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
大
都
市
制
度
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
基

礎
的
な
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
基
礎
自
治
体
」
と
い
う
。
）
と
そ
の
団
体
を
包
括
す
る
広
域

の
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
広
域
自
治
体
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
知
事
及
び
府
議
会
の
責
務
） 

第
二
条 

知
事
及
び
府
議
会
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
大
都
市
制
度
の
実
現
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
協
議
会
の
設
置
） 

第
三
条 

府
は
、
新
た
な
大
都
市
制
度
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
大
阪
市
と
協
議
の
上
、
共
同
で
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
大
都
市

制
度
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

（
協
議
会
の
組
織
） 

第
四
条 

協
議
会
は
、
委
員
二
十
人
で
組
織
す
る
。 

２ 

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

一 

知
事 

二 

大
阪
市
長 

三 

府
議
会
の
議
長
及
び
府
議
会
が
推
薦
し
た
府
議
会
議
員 

九
人 

四 

大
阪
市
の
議
会
の
議
長
及
び
大
阪
市
の
議
会
が
推
薦
し
た
大
阪
市
の
議
会
の
議
員 

九

人 

（
会
長
及
び
副
会
長
） 

第
五
条 

協
議
会
に
会
長
及
び
副
会
長
一
人
を
置
く
。 

２ 

会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
う
ち
か
ら
委
員
が
協
議
に
よ
り
定
め
る
。 

３ 

会
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。 

４ 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

（
会
議
） 

資
料
２
 



第
六
条 

協
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
議
の
議
事
の
運
営
を
行
う
。 

２ 

協
議
会
は
、
委
員
の
二
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
３ 
協
議
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

４ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
は
、
委
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

５ 

協
議
会
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
関
係
者
の
出

席
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

協
議
会
の
会
議
は
、
公
開
と
す
る
。 

（
協
議
会
の
規
約
） 

第
七
条 

知
事
は
、
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た
規
約
（
以
下
「
協

議
会
規
約
」
と
い
う
。
）
を
大
阪
市
長
と
協
議
し
て
定
め
る
。 

２ 

協
議
会
規
約
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

一 

協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団
体 

 

二 

協
議
会
の
会
議
の
運
営
に
関
す
る
事
項 

 

三 

協
議
会
の
経
費
の
支
弁
の
方
法 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項 

（
協
議
事
項
） 

第
八
条 

協
議
会
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
の
策
定
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す

る
提
案
そ
の
他
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う
。

 

（
基
本
計
画
の
策
定
等
） 

第
九
条 

協
議
会
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
大
都
市
制
度
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以

下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
協
議
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
府
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

協
議
会
は
、
府
議
会
及
び
大
阪
市
の
議
会
が
基
本
計
画
に
つ
い
て
同
意
を
し
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
そ
れ
を
府
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
国
に
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

協
議
会
は
、
基
本
計
画
に
係
る
協
議
に
お
い
て
、
国
に
お
け
る
大
都
市
制
度
に
関
す
る
取

組
の
状
況
を
踏
ま
え
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
国
に
対
し
て
大
都
市
制
度
に
関
す
る
提
案
（
以

下
「
提
案
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

知
事
は
、
協
議
会
が
国
に
対
し
て
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
府
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

協
議
会
は
、
府
議
会
及
び
大
阪
市
の
議
会
が
提
案
に
つ
い
て
同
意
を
し
た
場
合
に
は
、
国

に
対
し
て
提
案
を
す
る
ほ
か
、
速
や
か
に
そ
の
内
容
を
府
民
に
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
基
本
計
画
の
内
容
） 

第
十
条 

基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

大
都
市
制
度
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

広
域
自
治
体
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

基
礎
自
治
体
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

議
会
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
。 



五 

新
た
な
大
都
市
制
度
に
つ
い
て
の
手
続
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
都
市
制
度
に
関
す
る
こ
と
。 

（
委
任
） 

第
十
一
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
協

議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
協
議
会
の
在
り
方
の
検
討
） 

２ 

府
は
、
協
議
会
の
設
置
後
、
協
議
会
が
大
都
市
制
度
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
で
あ
る

こ
と
を
旨
と
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
で
あ
る
堺
市
に
協
議
会
へ
の
参
加
を
求
め

る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
大
阪
府
議
会
大
阪
府
域
に
お
け
る
新
た
な
大
都
市
制
度
検
討
協
議
会
設
置
条
例
の
廃
止
） 

３ 

大
阪
府
議
会
大
阪
府
域
に
お
け
る
新
た
な
大
都
市
制
度
検
討
協
議
会
設
置
条
例
（
平
成
二

十
三
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 


